
No.42
NEWS LETTER

ISSN 0919-7052   March 31, 2021

次

目

1

第13回世界閉鎖性海域環境保全会議の
オンライン開催が決定しました（2021年9月6日〜9日）

1．開催期間
2021 年 9 月 6 日（月）～ 9 日（木） 

2．開催方法
オンライン形式

3．会議テーマおよび開催目的
テーマ：人類の時代における河口域および沿岸

域　～構造、機能、サービス、管理～
目　的：世界の沿岸域・河口域の環境保全への

取り組みや知見を共有し、今後の環境
管理の方向性を探り、向上させる場と
します。

4．プログラム内容
基調講演、会議テーマに関連したテーマセッション、

特別セッション（ICM ＆里海セッション、海洋プラスチッ
クごみセッション他）、ポスターセッション、青少年環境
教育交流（SSP）セッション等をオンラインで開催する
予定です。

〔プログラム案〕

5．アブストラクト提出期限
2021 年 4 月 9 日（金）　
※ご提出方法等は会議公式ウェブサイトでご確認願

います。
6．参加登録料

発表者
（2021年6月11日まで）

発表者以外
（2021年 9月 3日まで）

一　般 210英ポンド
学　生 118.80 英ポンド

7．会議スペシャルジャーナルの発行
会議後に Elsevier 発行の学会誌 Estuarine Coastal & 

Shelf Science および Ocean & Coastal Management の
会議特別号を発行予定です。投稿の方法等、詳細に
ついては会議開催日が近くなりましたら会議ウェブサイト
でお知らせいたします。

8．会議公式ウェブサイト
http://www.estuarinecoastalconference.com

または QR コードから☞

【お問い合わせ先】
（公財）国際エメックスセンター
E メール：secret@emecs.or.jp
TEL：（078)252-0234
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（公財）国際エメックスセンターは、第 13 回世界閉鎖性海域環境保全会議（エメックス 13 会議）をイギリスに拠
点を置く ECSA（河口域・沿岸科学学会）との共催により EMECS13 － ECSA58 ジョイント会議として、本年 9 月
にイギリス・ハル市で開催を予定していましたが、新型コロナウイルス感染症の拡大に鑑み、オンライン開催へ変
更することに決定いたしました。参加を予定されていらっしゃる皆様にはご迷惑をおかけいたしますが、ご理解の
程よろしくお願い申し上げます。
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EMECS 海洋環境科学セミナー2020
“最先端の科学技術と海洋環境研究”　開催報告

□日　時
2020 年 12 月 12 日（土）13:20 ～ 17:00（13:00 開場）
□場　所

神戸大学 百年記念館六甲ホール
（神戸市灘区六甲台町 1 − 1）
□主催者
（公財）国際エメックスセンター
神戸大学大学院工学研究科

EMECS では、今年度より「海洋に関する研究につい
て、高校生、大学生を中心とした若い世代に向けてわ
かりやすく紹介することにより、海洋研究に関心を持
つ若年層を増やし、海洋環境保全に携わる人材のすそ
野を広げ、海洋環境の保全活動の促進を図る。」ことを
目的に将来、海洋環境に関係する分野を専攻すること
を検討している高校生、海洋環境関係分野の研究を行っ
ている大学生等を中心とした若年層と教職員を対象に
した【EMECS 海洋環境科学セミナー】を開催すること
になりました。

第 1 回目の今年は、EMECS の広報アドバイザーにご
就任された内山教授（神戸大学大学院工学研究科市民
工学）に企画からご協力いただき、今の海洋環境研究
における最先端の科学技術について知る機会とその可
能性を探るため、“ 最先端の科学技術と海洋環境研究 ”
というサブテーマで神戸大学大学院工学研究科との共
催で実施しました。

新型コロナの第 3 波と言われている中での開催のた
め、当日受付において各参加者へ参加証に記載した 7
項目の健康チェックの提出をお願いした上、消毒用ア
ルコールの設置等、感染対策にも充分配慮しました。

当日会場での参加人数は、54 名　（会場 41 名、発表者
7 名、事務局 6 名）、Web 配信では、32 名の方々に参加
いただきました。

開催にあたり、春名専務
より当セミナーの開催意図
を説明するとともに、2021
年 9 月 6 日から 9 日にかけ
て開催予定のＥＭＥＣＳ
13 でのＳＳＰセッション

（青少年環境教育交流セッ
ション）への応募を呼びか
けました。

続いて基調講演として、
神戸大学の内山教授より、
第 1 部　「海の仕事に就き
たい人へ〜学部の選択と卒
業後のキャリアパス」、第
2 部「最先端の計算科学技
術と海洋環境研究」を続け
てご講演いただきました。
第 1 部では、特に今回の目
的でもある海洋に関する研

究について、それぞれの分野ごとに大学名をあげて、
進路を考える高校生に向けて具体的にわかりやすく説
明いただき、第 2 部では、コンピューターの成り立ち
から、最新の【富岳】を用いたシュミレーションモデ
ルまで、計算科学技術発展の流れについてお話しいた
だき、大変興味深い内容となりました。

そして休憩の前に海上保
安庁 難波江海洋情報部長
より海洋情報部の業務、海
上保安学校・大学について
ご案内いただきました。

次に今年度の若手研究活
動支援助成金の対象者でも
ある大阪大学助教の中谷祐
介先生に「これからの瀬戸
内海〜新しい海との付き合
い方」をご講演いただき、美しい海から豊かな海への
変換等、今まさに瀬戸内海が抱えている問題と赤潮・
青潮・貧酸素水塊が発生するシステム等をたくさんの〈神戸大学 百年記念館六甲ホール〉

〈春名専務理事〉

〈神戸大学 内山教授〉

〈海上保安庁 難波江部長〉



3

42

図を用いて、これから海の
ことを学ぶ若者にもわかり
やすくお話しいただき、大
変有意義な発表となりまし
た。また現在、中谷先生が
研究をされている埋め立て
による海への影響とそれを
踏まえたこれからの閉鎖性
海域の環境改善について発

表いただきました。
それから質疑応答・休憩をはさ

み、残念ながらリモートでの参加
となった愛媛大学 4 回生の林 由
真さんから「海の研究を続ける理
由　〜 SSP の経験と大学での研究
〜」ということで 4 年前 EMECS11
の SSP セッションに参加した時の
こと、そしてその後、今の進路を
選ぶに至った経験等を交えて、こ

れから進路を考える若者に向けて色々なことを経験す
る大事さを熱くお話しいただきました。

続いて、神戸大学大学院工学研究科修士 2 年生の徳
永 夏 樹 さ
ん、 修 士 1
年生の松下 
晃生さんか
ら、 現 在 取
り組まれて
いる研究に
ついてご発
表いただき
ました。

最後は、内山教授がコーディネーターとなり、発表
した学生 3 名と今後の進路等について、パネルディス
カッションを行いました。ネット環境のトラブルで、
リモート参加の林さんの会話が一部途切れる部分もあ
り、主催者として今後の課題も残りました。予定より
少し時間が延びたものの、全ての講演が好評を得て、
無事に終了しました。セミナー後には、密を避けなが
ら会場の参加者全員で記念写真を撮影しました。

今回は、初めて大きなホールでのハイブリッド方式
（現地開催および Web 開催の併用）で行いましたが、
後日、希望者が聴講できる見逃し配信等の新しい試み
も始めることができて、EMECS としてこれからのセミ
ナーのあり方も考える良い機会になりました。

2021 年も同時期に開催予定です。

〈神戸大学 徳永 夏樹さん(左)〉
〈　　〃　　 松下 晃生さん(右)〉

〈大阪大学 中谷助教〉

〈愛媛大学 林由真さん〉

〈参加者集合写真〉

【見逃し配信のご案内】

EMECS 海洋環境科学セミナー 2020　” 最先端の科学技術と海洋環境研究 ” につきまして当日参加
いただけなかった方々のために、セミナー動画の見逃し配信を行っています。（2021年 8月末まで）
キャリアパスについて神戸大学の内山雄介教授からお話をいただいており、中学校、高等学校での授
業や進路指導、教職員の研修などの教材として、多岐にわたりご活用いただけると思います。
見逃し配信専用申込フォームにご入力・送信いただければ後ほど、事務局から配信方法をメールにて
お知らせいたします。

Google フォーム　　https://forms.gle/SR3rQNMJxQSH3GZMA
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EMECS 令和２年度若手研究者活動支援助成金
中間報告会のご報告

□日　時
2020 年 11 月 20 日（金）14:30 ～ 17:00
□場　所

三宮研修センター　 701 会議室
（神戸市中央区八幡通 4-2-12）

EMECS では、今年度より若手研究者活動支援制度を
設置し、閉鎖性海域の環境保全に資する研究に取り組
む優れた若手研究者を育成支援することになりました。
2020 年 5 月、研究員会議において厳正な選考が行われ、
助成対象研究者 4 名が決定し、各自研究も進められて
います。

今回は、新型コロナの感染拡大が懸念された中での
中間報告会ではありましたが、無事に開催することが
できました。急きょ、北辻さん ( 国立研究開発法人水
産研究・教育機構 水産技術研究所 ) がリモート参加と

なりましたが、
4 名の若手研究
者から、これま
での研究につい
て進捗状況を発
表いただきました。指導員でもある 8 名の EMECS 客
員研究員の先生方からは、活発な質疑応答が行われ、
今後の研究にとって貴重なアドバイスをいただき、大
変充実した報告会となりました。研究は、2021 年 3 月
末まで続けられ、最終報告提出後の 2021 年 5 月に成果
発表会を開催予定です。

※令和 2年度の研究内容や令和 3年度若手研究者活動
支援助成金について募集要綱等の詳細は、決定次第
ホームページに掲載予定です。
☞　https://www.emecs.or.jp/edu

EMECSホームページリニューアルのお知らせ

2020年 10月にホームページをリニューアルいたしました。
今回のリニューアルでは、ご利用者の皆様がより見やすく、より
快適にご利用できるWebサイトを目指し、デザイン・構成とも一
新いたしました。
このリニューアルにともない、一部のページのURLが変更になり
ました。ブラウザの「お気に入り」「ブックマーク」などに登録され
ている場合は、新しいページのURLへの登録変更をお願いいたしま
す。
今後も知りたい情報にすばやくアクセスできるよう検索機能を強
化するなど、さらに利用しやすいWebサイトを目指してまいりま
すので、引き続きよろしくお願い申し上げます。

EMECS ホームページ　　https://www.emecs.or.jp/ 
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フランス沿岸環境見本市（Salon du LITTORAL)オンライン参加報告

国際エメックスセンター　PEMSEAとのパートナーシップを更新

2020 年 9 月 29 日（火）、30 日（水）の 2 日間に渡り、
フランス南部オクシタニーの沿岸部に位置するラ・グ
ランド・モット（La Grande Motte）にて、オクシタニー
地 域 圏 主 催 に よ る 沿 岸 環 境 見 本 市「Le Salon du 
Littoral」が開催されました。

環境省閉鎖性海域対策室から依頼を受け、同見本市
で開催された日本の沿岸環境における官民の取組事例
を紹介するセッションに、（公財）国際エメックスセン
ター副理事長の松田治氏（広島大学名誉教授）がオンラ
イン参加し、講演「Satoumi as a unique coastal management 
system originated in Japan」を行いました。

在マルセイユ日本国総領事の武田朗氏によるセッ
ション開会挨拶に続いて行われた松田副理事長の講演
では、里海の概念（人手が加わることにより生物生産
性と生物多様性が高くなった沿岸海域）や、瀬戸内海
が 1960 ～ 70 年代の高度経済成長期に「死の海」と呼
ばれるほど環境が悪化したこと、その後、瀬戸内海の
環境保全を目的とした「瀬戸内海環境保全特別措置法」
が制定され、汚水排出量や沿岸の埋め立てを削減する
ことで徐々にきれいな海を取り戻したこと、しかし法
律では埋め立ての全面禁止をしていないため、大阪湾
では沿岸開発により埋め立て地が拡大し、水質は改善
されたものの自然の沿岸の様々な生態系サービスが極
端に低下していること等について説明されました。

また、里海の手法を取り入れた香川県が取り組むエ
コツーリズムの推進や若い人達への環境教育の普及、
岡山県備前市日生町で行われているアマモ場の再生事
業について紹介がありました。

最後に、環境が劣化した多くの閉鎖性沿岸海域にお
いて、沿岸資源の持続的な利用のためには「消極的（規
制的）保全」だけでは不十分であり、人間が関わる「積
極的保全」が必要であると考えられること、回復力の

ある沿岸域を実現し、
人と海のより良い関
係を再構築するため
には、地域に根ざした
住民参加型の積極的
保全である「里海」が
必要不可欠であると
示されました。

松田副理事長の講
演に続き、北九州市港
湾空港局エネルギー
産業拠点化推進担当
理事の光武裕次氏によ
る講演「Green Energy 
Port Hibiki Project」、
沖縄科学技術大学院
大学（OIST）海洋生
態進化発生生物学ユニット長のヴィンセント・ラウデッ
ト教授による講演「The OIST Experiment : Building a 
World-Class Scientific Research University」が行われま
した。

本セッションは、2019 年にニューカレドニアで開催
された第 1 回日仏包括的海洋対話の反響を受けて実施
されることになったそうですが、沿岸環境見本市が特
定の国に焦点を当てたセッションを開催するのは今回
が初めてとのことです。

国際エメックスセンターは 2008 年以降、東アジア海
域環境管理パートナーシップ（PEMSEA）の非政府パー
トナーとして連携していますが、2020 年 10 月に契約
を再更新し、今後も協力をしていくことになりました。

双方が開催する国際会議やセミナー、東アジア海域
の環境保全情報の共有等、相互に協力をしていき、よ
り一層連携を深めていく予定です。

〈講演する松田副理事長〉

〈松田副理事長の講演スライド〉
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新型コロナウイルス感染症の収束が見
えないため、EMECS13会議（EMECS13
‐ECSA58会議）はオンラインでの開催
が決定した。開催地となるはずだったイ
ギリスのキングストン・アポン・ハル（以下、
ハル）はロンドンから北東へ約270km、
閉鎖性海域の１つである北海に面した
イースト・ライディング・オブ・ヨークシャー
地方に位置している。同地方の海岸線
の長さは約85㎞、うち約60㎞はホルダネ
ス海岸と呼ばれ、侵食が進んでいる海

岸である。
私を含めたエメックスセンター関係者は会議を共催する河口域・

海岸科学学会（ECSA）の関係者と打合せを行うため、2019年6月
にハルを訪れた。その際、ECSA代表のMike Elliott教授（ハル大
学）の案内によりホルダネス海岸へ行く機会を得た。

Elliott教授が運転する車で海岸沿いの村、スキップシーに到着。
車から降りると「危険：崖の侵食あり、この先へ進むな」という標識
があり（写真1）、その向こうには曇天の下の北海、左右に目をやる
と茶色い地盤がむき出しになった崖が見えた。崖上には多くの家
屋が立ち並んでいたが、海に面した庭々や道路の一部が侵食によっ
て削られ崩落していた（写真2）。このまま侵食が進むといずれ家屋
も落ちてしまうだろう。

Elliott教授によると、ホルダネス海岸は
ヨーロッパで最も侵食が進むスピードが速
い海岸の1つで、１年間に平均2ｍ前後、場
所によってはさらに速く侵食が進んでいる
とのことである。

日本の海岸でも侵食が起きているが、そ
の主な原因は砂利の採取や河川構造物
の設置による河川からの土砂供給量の減
少、海岸部の構造物設置等に伴う土砂移
動の遮断等により、砂浜に供給される砂の
量と流出する砂の量のバランスが崩れるこ
とにある。では、ホルダネス海岸の侵食は
何が原因で起こるのだろうか？

ホルダネス海岸の海岸侵食に関する文献やElliott教授の説明
によると、主な原因の1つとして地層の弱さが挙げられる。現在の
同海岸の形成は、最終氷期中の約5万年前に始まった。その際、
氷河とともに南下してきた物質（粘土、小石、砂等）が、氷床が融解
する際に取り残され、厚さ約20〜50mの層となって古代の海岸線
上に堆積したもので軟らかく侵食されやすい。

現在、私達が目にすることのできる同海岸の地勢は氷河期が終
わる約１万年前までに形成されたものだが、侵食が進んでいない
当時の海岸線は今よりも15～20㎞ほど東に位置していたと考えら
れている。

さらに、近年の地球温暖化による海面上昇や大きな嵐の増加が、
侵食のスピードを速めている。例えば、嵐で大雨が降ると断崖で水
が飽和することにより脆くなり、崩れやすい状態になる。そこへ高潮
の発生や、強い波が打ちつけることで地盤が緩み、土砂が押し流
されてしまう。

ホルダネス海岸の断崖ではない箇所では突堤や桟橋を設置し、
沿岸流によって海岸線と平行に運ばれる土砂、いわゆる沿岸漂砂
による侵食を抑制する対策を取っている場
所もある（写真3）。しかし、土砂が流れにく
くなることにより沿岸流の下流域にある海
岸では砂が枯渇して地盤が露出し、侵食
が加速するという側面も持っている。

ホルダネス海岸の侵食による崖崩れとそ
の土砂による沿岸漂砂は、イギリス海岸遺
産に指定されているスパーン岬やイースト・ライディング・オブ・ヨー
クシャー地方の海岸線、同地方を流れ、北海に接するハンバー川
河口への土砂の流出入量に影響を与えている。さらに、ハンバー
川を挟んで南のリンカーンシャー地方の海岸線を保護する上でも
重要な役割を果たしている。そのため、海岸線全体を防護すること
は困難なようだ。

また、防護されていない海岸の侵食は、自然環境や景観を保護
するだけではなく、観光資源にもなり得る。たとえば、世界中から多
くの観光客が訪れるイギリス南東部のドーバー海峡に面する白亜の
断崖の景観美は、その代表的な例と言えるのではないだろうか。

侵食の被害から住民を守り、自然環境を保護し、観光地として活
かすという３つのバランスを取ることが不可欠ではあるが、難しいと
いうのが現状だろう。

次号ニュースレターでは、侵食による崩落の危機にある物件等
への支援策について紹介する。
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